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６月の保健目標 歯と口の健康を守ろう！

か が や き

６月４日～１０日は「歯と口の健康週間」です。中学生になると増加しやすい歯肉炎。放っておくと

歯槽膿漏などの歯周病へと進行してしまいます。鏡で自分の歯肉をチェックし、毎日のブラッシングを
しそうのうろう

見直してみましょう。

＜６月の健康診断日程＞

６月１０日（月） 小児生活習慣病予防検診

（１・３年生希望者のみ）

６月１３日（木） 内科検診（全学年）

６月１３日で健康診断が終了します。

健康診断の結果一覧「成長の記録」は、７月

上旬に配布予定です。ほけんだより７月号に

て再度お知らせします。

６月１０日（月）小児生活習慣病予防検診について

例年、採血の際に体調不良になる生徒がいます。

貧血になりやすい、採血が苦手など配慮する点が

ある場合には、下記までご連絡くださいますよう

お願いいたします。
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６月健康診断の日程

６月１０日（月）むし歯予防講話１年生

歯科衛生士の品田ゆかり先生、和田のり子

先生をお招きし、むし歯予防講話を実施し

ます。

歯肉炎や効果的なブラッシングの方法など

を教えていただきます。講話の様子は、ほ

けんだより臨時号でお知らせします。
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令和６年度歯科検診の結果（全校生）

未処置 処置済み むし歯なし

令和６年度歯科検診の結果を振り返ると、むし歯な

しの生徒は 75.8％、むし歯処置済みの生徒が

18.8％、むし歯があるがまだ治療していない生徒は

5.4％という結果になりました。学校歯科医の髙根沢

先生から、「全体的に歯みがきがよくできている」とお

褒めの言葉をいただきました。

一方でむし歯がある生徒は、特に上下両側の奥歯に

多く見られました。ＣＯ（むし歯のなりかけ）も同様

に奥歯に多く見られ、奥歯のむし歯対策が必要です。

奥歯みがきのポイントは？

●奥歯のほお側

口を閉じ気味にし、ハブラシの柄で唇のはしを軽く

引っ張るようにして、奥歯にハブラシをあてる。

●奥歯の舌側

前歯の中央付近から、歯列と平行になるようにハブ

ラシを入れる。ハブラシが入りやすい方向に少し顔

を向けると、手が疲れにくい。

●奥歯の奥

ハブラシのつま先(先端部分の毛先)をあてる。

参考：https://clinica.lion.co.jp/



熱中症に注意しよう

熱中症への症状と対処

こんな症状があったら、

熱中症を疑いましょう！
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日陰で休息

水分補給

衣服をゆるめる

身体を冷やす

運動･活動中止

身体を冷やす

自力で水分補給でき

ない場合は、すぐに

病院へ！

迷わず救急車を

呼びましょう！

熱中症とは、高温環境下で、体温の調節機能が破

綻するなどして、体内の水分や塩分（ナトリウムな

ど）のバランスが崩れ発症する障害の総称です。

熱中症は夏の暑い時期だけでなく、暑くなり始める５

月、６月から発生します。身体がまだ暑さに慣れていな

いため、急に気温や湿度が上がった時には特に注意が必

要です。

死に至る可能性もある熱中症ですが…

予防法を知っていれば防ぐことができます！

熱中症はどのようにしておこるの？

熱中症を引き起こす要因

＜環境＞ ＜からだ＞

・ 気温が高い ・激しい労働や運動によって

・ 湿度が高い 体内に著しい熱が生産される

・ 風が弱い ・暑い環境に体が充分に対応

・ 日差しが強い できていない

熱中症を起こす危険あり


